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～バリ到着の年～

■浅井忠とバリ

西洋画研究のため2年間の留学の命を受け、 1900

（明治33)年4月17日、浅井忠はパリに到着しました。

44歳の年に初めて訪れたヨーロッパの地で、何を見聞

したのでしょうか。

千葉県立美術館には大学ノートに鉛筆で手書きした

日記「巴里日記」、 「巴里寓居日記｣が残されています。

到着からその年の暮れまでの様子が記されており、 こ

れらを参考にしながら浅井のパリ到着の年の活動を中

心に紹介します。
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■マラコフの宿と同居人

浅井はマラコフ通り （当時）に面した宿に投宿しま

した。部屋は三つに分かれており、 R本人三人で一つ

ずつ使いました。この宿は帰国まで活動拠点となりま

した。博覧会場から徒歩数分の便利な場所にあり、会

場と逆方向に歩けばすぐ凱旋門に、そこからシヤンゼ

リゼ大通りに州られました。

■バリ万国博覧会

1900年4月15日に、パリ万国博覧会が始まりまし

た。浅井がパリに着く2日前の開催で、 11月5日に閉

会したので、約2年間のパリ生活のおよそl/3は博覧

会と共にありました。

日本は法隆寺金堂を模した日本館を建設するほか、

絵画や工芸品などを出品しました。浅井は事務の任命

を受けて、会期中何度も会場に足を運びました。

この博覧会は、 トロカデロ広場からエッフェル塔を

抜け、 シャン・ド･マルス公園までの直線と、グラン・

パレ、プテイ ・パレが対面する大通りからアレクサン

ドル三世橋を抜けたアン・ヴァリッドまでの直線の間

を会場として、参加各国による多彩な展示や催しが行

われました。

現在の宿の様子（2014） 宿の前の通りの様子(2014)

写真左から2番目が浅井です。右隣は宿の同居人で

国文学者の池辺義象です。池辺は浅井の服装を次のよ

うに記しています。
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氏は常にフロックコート、又はモーニングコートを

用いられたり、ズボンなどはそのがら極めてじみなる

ものを好まれ、はでやかに目立つものを嫌われたり、

履（靴のこと）は、あみあげと、ぼたんどめとの二つ

をかわるがわる用いられたり、帽子はシルクハットを

用いられ、時々中折をもかぶられたり☆1

池辺の観察は的確でした。当時パリ在住の日本人に

は、浅井君くらい身長があれば洋服をうまく着こなせ

るのにと、その体格を羨ましがる者が少なくなかった

そうです。写真を見る限りなるほと．と思わせます。二

人は気が合い、帰国後も交流は続き、 よく一緒に旅行

に出かけました。1900年バリ万国博覧会の様子








